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第 20回新藤兼人賞
2015年 12月 4日（金）如水会館２Ｆ オリオンルーム

主催： 協同組合 日本映画製作者協会

協賛：松竹株式会社/東宝株式会社/東映株式会社/株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ/日活株式会社

日本映画放送株式会社/株式会社ＷＯＷＯＷ/株式会社ＩＭＡＧＩＣＡ/株式会社ファンテック
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金 賞
岨手由貴子『グッド・ストライプス』監督・脚本

受 賞 者 コ メ ン ト

「この賞に選んでいただいて本当に有難うございます。この作品のプロデューサーをやってくれた西ヶ谷プロデュー
サーと以前文化庁でやっている『ndjc』という企画でご一緒したのです。その時にちょうど西ヶ谷さんがやっていた
沖田監督の『南極料理人』がこちらで受賞されたという連絡を受けた現場に私もちょうどおりまして「沖田が金賞を
獲った」ということを西ヶ谷さんが言っていて、私は遠い世界のことだなと感じていたのですけども、私もこうやっ
て、ここに立たせていただいていて、西ヶ谷さんに感謝しています。有難うございました。今まで自主映画をやって
いたのですが、最近の自主映画の監督のようにたくさん撮るという感じではなくて、短編を含めて 5 作品ぐらいしか
撮ってないのです。割とノンビリしたタイプの自主映画監督だったのですが、その都度何かのきっかけがあってまた
次も撮ろうと思わせていただいて。先ほど佐々木史郎さんにご挨拶させていただいた時に、大学生の時にメイキング
の現場に呼んでいただいたこととかちょっと思い出して、本当に今までたくさんの人にたくさんのチャンスを与えて
いただいて、今ここに立っているのだと思いました。この作品に関わってくれたスタッフ、プロデューサー、キャス
ト陣を含めて本当に色んな方に感謝しています。私、1 月に子供を産んだばかりで本当に孤独な毎日を送っていて、
保育園にも入れなくてこれからどうしようかと思っていた時に受賞のご連絡をいただいて、これもまたもうちょっと
頑張れという何かのメッセージだと思いまして、何とか頑張って次の作品を撮りたいなと改めて思いました。本当に
こんなこんな素晴らしい賞をいただけるなんて撮影前は誰ひとりとして思っていなかったと思うんですけキャストス
タッフの力でどんどんどんどん私自身自分の作品が好きになっていきましたし、撮影が終わってもこうやってスタッ
フ、プロデューサー陣と何度も顔を合わせる機会ができて本当に嬉しいです。またこういう幸せな作品を撮りたいな
と思っていますので、この賞に恥じないように次の作品も頑張ります。皆さんどうも有難うございました。」

受賞者プロフィール 83 年長野県生まれ。大学在学中、篠原哲雄監督の指導の元で製作した短編『コスプレイヤー』が水戸短
編映像祭、ぴあフィルムフェスティバルに入選。08 年、初の長編『マイムマイム』がぴあフィルムフェスティバルで準グランプ
リ、エンタテインメント賞を受賞。バンクーバー国際映画祭、香港アジア映画祭の他、国内外の映画祭でも上映される。09 年文
化庁委託事業若手映画作家育成プロジェクト(ndjc)で、初の 35mm フィルム作品『アンダーウェア・アフェア』を製作。13 年ゆ
うばり国際ファンタスティック映画祭で招待上映されたオムニバス映画「バナナ vs ピーチまつり」で短編『共犯者たち』を製作
し、同映画祭でオムニバス企画として観客賞を受賞、同年 6 月都内劇場で公開。また、12 年公開のオムニバス映画『BUNGO～さ
さやかな欲望』内の『乳房』の脚本を担当。その他、ドラマの脚本執筆やミュージックビデオの監督等、多岐にわたる活動をして
いる。
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銀 賞
松永大司『トイレのピエタ』監督・編集

受 賞 者 コ メ ン ト

「大学を卒業してずっと 10 年近くアルバイトをしていて、ずっと窓拭きしていました。初めて、窓を拭いた建物
が、偶然この近くにあって。今から 20 年前です。多分あの時こういうことは想像できてなかったなと思って。今目
の前にいる方で僕をずっと応援してくれた方がたくさんいて。その顔を見たら泣いちゃいました。多分僕と岨手さん
以外にも身を削って映画を撮っている映画の仲間がたくさんいることも知っていて、才能があってもチャンスに恵ま
れなくて、バイトしながらやめていった友達とかもいて。その中で僕はとても恵まれているなと思いました。すごい
頑固な僕にずっと付き合ってくれたプロデューサーの小川真司さんと甘木モリオさん。本当に有難うございました。
多分この賞、僕だけがもらう賞ではなくて、みんながもらう賞なのだと思っています。あいつにこの賞を渡して損し
たと思われないように、次ももっといい作品を撮りたいと思っています。僕が世界の映画祭に行く機会をたくさん貰
っている中で、日本映画が今力がないと言われることが本当に悔しくて、いい映画を作ってお客さんを呼ぶというこ
とを一生懸命考えて『ピエタ』を作りました。「新宿ピカデリー」という劇場で 6 週間開けてもらえたことを本当に
感謝しています。どうやってお客さんを呼べるのか。作家性と商業性、ってこんなことを生意気なことを言っていい
のかわからないけど、本当に大変だなと思いました。映画は趣味じゃないから生活も掛かっていてスタッフにもお金
を払ってあげたくて、出資してくれた人にもお金をちゃんと返したくて。そうやって頑張って映画を作ることを今回
『ピエタ』を作って本当に思いました。僕のデビュー作のドキュメンタリー映画の『ピュ～ぴる』はただ撮っていま
した。自分の思いだけで。そこから先に行かしてくれた 15 年間本当に無駄じゃなかったと思います。これから人間
としても成長して作家としても成長して 1 本でも多く力強い作品を皆さんに分けられるようになろうと思います。本
当に有難うございました。」

受賞者プロフィール 1974 年東京都生まれ。大学卒業後、矢口史靖監督「ウォーターボーイズ」、橋口亮輔監督「ハッシュ !」（以

上 01 年）、サトウトシキ監督「手錠」（02 年）などに俳優として出演。その後、矢口史靖監督「ハッピーフライト」、蜷川幸雄監督
「蛇にピアス」（以上 08 年）のメイキング監督、橋口亮輔監督「サンライズ・サンセット」（12 年）の助監督、テレビ東京系「レスキ
ューファイアー」（09～10 年）の監督を務める。性同一性障害の現代アーティスト・ピュ~ぴるを 8 年間追い続けたドキュメンタリー映
画「ピュ~ぴる」（10 年）を監督し、発表。同作がロッテルダム国際映画祭 2011、全州国際映画祭 2010、テルアビブ国際映画祭 2011、
パリ国際映画祭 2010 など世界各国の映画祭に正式招待され、絶賛される。他のドキュメンタリー監督作品に、格闘技界初となるドキュ
メント映画として日本総合格闘技 PANCRASE の試合や選手たちを捉えた「MMA ドキュメンタリーHYBRID」（13 年）、黒人教会の宗
教音楽であるゴスペルの本質を探り、日本まで影響を及ぼすまでになる背景を追いかけた「 GOSPEL」（14 年）がある。松永は手塚治虫
の病床日記の存在を知った約 10 年前から本作の企画を始め、劇映画監督のデビュー作にしようと決意していた。その思いが見事果たさ
れる形となり、劇映画監督の第一作目となった。
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プロデューサー賞
那須田 淳 『映画 ビリギャル』プロデューサー

受 賞 者 コ メ ン ト

「本当に有難うございます。映画界の大先輩の皆さん、それから非常に一生懸命映画を作っている皆さんから素晴ら
しい賞を頂いて作品が評価されたことを、非常に嬉しく思っています。ノンフィクション、小説とかじゃなくて極端
に言うと受験のハウツー本に近いような原作でしたけど、読んだ時にピンときて家族で話がつくれるんじゃないかと
思って。ちょっと運命だと思ってぜひやりたいなと。監督にもすぐ連絡して、もう一週間でやろうと思いました。で
もそれと同時にたくさんの新しいチャレンジをしなきゃいけないというのは凄く思っていて、ひとつはみんなから言
われたことなんですけど、受験の話だけで映画ができるのかよと。それからまあ、そういう意味で言うと人が死んだ
りそういう大きな出来事があるわけではないですけどそれだけでお客さんが来るような映画になるのかなと色々な方
からご心配を聞かされましたし、結構厳しい予算の中で作らなきゃいけないというのがあったんですけど、有村さん
はじめキャストとの出会い、カメラマンは長編の撮影監督やるのが初めて、そういうような新しい人との出会いに支
えられて、結果こうして評価していただけるような作品になって凄く嬉しいです。進藤さんとは 4 作品目になるんで
すけども、いつも一緒に戦って頂いて、今回本当に厳しい予算の中でやらなきゃいけないというのは大変だったんで
すが、結果進藤さんとこの作品で一緒に受賞出来て本当に嬉しいです。今日は有難うございました。」

受賞者プロフィール 1962 年京都府生まれ。88 年慶應義塾大学文学部を卒業し、TBS に入社。

制作局に配属されドラマの AD をスタート。90 年~97 年の 7 年間「ギミア・ぶれいく」「THE プレゼンター」「徳川埋蔵金大発掘」な
どのバラエティ番組のディレクター、プロデューサーを務めた後、97 年にドラマに戻り、演出・プロデューサーを多数手がける（00 年
~04 年の間は編成部に所属）。主なドラマプロデューサー作品は、「QUIZ」（00）「パパと娘の 7 日間」（07）「流星の絆」（08）
「こうのとりのゆりかご」（芸術祭優秀賞、13）「ウロボロス」（15）など。主なドラマ演出作品は、「聖者の行進」（98）、「あいく
るしい」（05）、「白夜行」（06）、「JIN -仁- 完結編」（11）など。
主な映画作品：06 年『涙そうそう』（土井裕泰監督）、07 年『恋空』（今井夏木監督）、10 年『ハナミズキ』（土井裕泰監督）、12 年
『麒麟の翼~劇場版・新参者~』（土井裕泰監督）12 年『ガール』（深川栄洋監督）、15 年『ビリギャル』（（土井裕泰監督）
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プロデューサー賞
進藤淳一 『映画 ビリギャル』プロデューサー

受 賞 者 コ メ ン ト

「今回この新藤兼人プロデューサー賞を受賞するにあたって、僕たち仲間のプロデューサーからお褒めを頂けるとい
うことで非常に感激しております。なんかやっとプロデューサーとして認められたような気がして感激しておりま
す。フイルムフェイスという会社を作ってちょうど 30 年目なのですが、そろそろ終わりかなという風に考えていた
のに、こういう風に叱咤激励された感じで、もうちょっと頑張れるかなと思っております。『ビリギャル』は土井さ
んと那須田さんとの 5 本目の作品なのですが非常にお二人の力が新鮮でパワフルでアイディアもいっぱい出てきて、
二人とご一緒させていただいて、良い作品ができあがったなと思っております。これから色んな賞が来年に向けて出
てくると思いますが、有村がとにかく一番頑張ったのではないかなと僕は思っています。これからも、もうちょっと
続けていけるかなという風に思っておりますので、宜しくお願いいたします。有難うございました。」

受賞者プロフィール 1954 年東京都生まれ。学生時代から映画を職業としたいと熱望し東宝の椎野英之氏、俳優座映画放送の佐藤正

之氏のつながりで 74 年『サンダカン八番娼館・望郷』（熊井啓監督）製作見習いで業界に潜り込む。78 年『雲霧仁左衛門』（五社英雄
監督）で眠らずに映画を創る現場に着く。79 年『あゝ野麦峠』（山本薩夫監督）で映画の厳しさと楽しさを知る。81 年『駅・
STATION』では助監督でカチンコを担当し高倉健さん降旗康男監督との出会いになる。
85 年、勝プロにいた市古聖智たちと株式会社フイルムフェイスを設立。
86 年初プロデューサー『南へ走れ海の道を!』（和泉聖治監督）、89 年『あ・うん』（降旗康男監督）をフイルムフェイスで製作。

主な映画作品：99 年『鉄道員』（降旗康男監督）『秘密』（滝田洋二郎監督）、00 年『化粧師』（田中光敏監督）、06 年『涙そうそ
う』（土井裕泰監督）、10 年『ハナミズキ』（土井裕泰監督）、12 年『麒麟の翼~劇場版・新参者~』（土井裕泰監督）、『あなたへ』
（降旗康男監督）、15 年『ビリギャル』（土井裕泰監督）
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審 査 員 講 評

金賞・銀賞選考委員講評
審査委員長：岡田裕（アルゴ・ピクチャーズ）

2014 年 12 月から 2015 年 11 月までの間に日本国内の映画館で上映された作品で、劇場上映が 3 本以内の新人監督

が審査の対象となる。事務局で調べた所、107 本が対象作品としてリストアップされた。その中から自薦他薦を含め

15 本がノミネートされ、随時それらの作品を見る事になる。これはなかなかしんどい作業であるが楽しくもあっ

た。映画という物は、よくも悪しくも今の日本に生きる人々の生活感というか生活の匂いを映し出す。出来の悪い映

画でも、テレビと違った独特の匂いがしてそれを感じるのは楽しい。

そうやって見た今年の 15 本、総じて感じたのは「暗—い」という印象だった。今の日本、若者達にとってそんなに

暗い場所なのかという事を改めて考えさせられた。そして共通しているのは、自分の身の回り 3 メートルくらいの範

囲での人間関係の表現が多い事、そして題材として病気やふとした小さな犯罪が人生を微妙に狂わすと言った物語が

多かった事。新人が自分の身の回りを描く事は間違いではない。自分が分かる事を執拗に見つめると言うのは映画監

督の必要条件だからだ。暗いという事も悪くはない。ジョルジュ・クルーゾの「嘆きのテレーズ」は恐ろしく暗いけ

れども面白い映画だった。身の回りの事だろうと暗い話だろうと、表現のデイテールで如何に映画的な発見をして面

白く見せるかが監督の勝負である。プロというのはそうゆう事だ。さて今年の新藤兼人賞金賞は岨手由貴子監督の

「グッド・ストライプス」に決定した。この映画もかったるい若い男女の日常から始まる。身の回り 3 メートルの話

だ。スノッブで都会的な恋人同士のオシャレでだるい風俗映画かと思っていたら違った。主人公の女性が妊娠する事

で事態は変わる。妊娠話もまさに身の回り 3 メートルの話なのだが、彼らがそれぞれの両親や家族と出会う中で初め

て知る人間関係の綾が、実にビビットに映画的に描かれ、独特の表現で観客を引き込む。これはなみなみならぬ才能

だと思った。キャスティングや音楽の使い方や時々見せるユーモラスな表現にも才能の芽があふれて居る。今後が期

待される監督である。

進藤淳一（フイルムフェイス）

まずは受賞された岨手由貴子さん、松永大司さんおめでとうございます。今年も沢山の新人監督作品が有りましたが

早い段階で数本に絞られて活発な協議がなされました。受賞をした『グッド・ストライプス』は、とてもセンスが良

く細部にまで気が入っていると思いました。『トイレのピエタ』も新人らしからぬ作品になっていて「銀賞では辞退

されるのでは」と言う意見もあったほどでした。両作品とも新人らしからぬ力作であったと思います。

最後まで残ったいくつかの作品で『お盆の弟』（大崎章監督）が秀逸でした。特に画も素晴らしくモノクロにこだわ

ったのも巧くいっているように感じました。『お江戸のキャンディー』（広田レオナ監督）は審査員が皆感心をして

いましたが監督の強い思いが無ければ実現しない世界観が表現されていてとても低予算には思えない素敵な作品にな

っていました。『メイクルーム』（森川圭監督）はワンセットのアイデアをうまく生かし俳優さんをうまく動かして

とても感心させられた作品でした。以上の作品以外にもとても多くのすばらしい作品が沢山有りました。次回作が楽

しみな監督も何人もいましたが毎年新人と呼ばれる人たちが出ては消えていく世界です。皆さん頑張って映画を作り

続けて生き残って下さるように祈っております。
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孫家邦（リトルモア）

2015 年 11 月 2 日、第 2 回予備審査の段階で 15 本の作品が選出された。以下に作品名を記す。『みんなの学校』

（真鍋俊永監督、以下同）、『お江戸のキャンディー』（広田レオナ）、『灰色の烏』（清水艶）、『ナオトひとり

っきり Alone in Fukushima』（中村真夕）、『グッド・ストライプス』（岨手由貴子）、『トイレのピエタ』（松

永大司）、『お盆の弟』（大崎章）、『Dressing UP』（安川有果）、

『at Home』（蝶野博）、『合葬』（小林達夫）、『螺旋銀河』（草野なつか）、『ディアーディアー』（菊地健

雄）、『ボクは坊さん。』（真壁幸紀）、『アレノ』（越川道夫）、『メイクルーム』（森川圭）。

11 月 11 日の最終審査では 9 作品（『お江戸のキャンディー』『ナオトひとりっきり Alone in Fukushima』『メイ

クルーム』『グッド・ストライプス』『トイレのピエタ』『お盆の弟』『合葬』『ディアーディアー』『ボクは坊さ

ん。』）、について継続して話しあわれることになる。金銀両賞の 2 本の映画は世界観や質感も異なるのに、その風

貌がどこか似ているように思った。それならばこの安定感のある 2 本の秀れた映画の片方に金賞を授け、銀賞には

「誰にも似ていない」映画を選んだらどうか、と提案した。心中にあったのは『お江戸のキャンディー』『ディアー

ディアー』『お盆の弟』の 3 本だ。特に広田レオナ監督の『お江戸のキャンディー』の破天荒さには目を瞠った。鈴

木清順的なケレンに満ちた時代劇でありながら、新宿二丁目的ゲイカルチャーの狂騒感と「やおい」的地下少女漫画

感覚、まるでオペラのような音楽のはりつけ方に異様な疾走感を感じ、その混沌とした「お馬鹿」に感動したのだ。

『お盆の弟』の新しい懐かしさ?と『ディアーディアー』の奇妙な味わいにも、ささやかではあるが確かな映画の前

進を感じた。

豊島雅郎（アスミック・エース）

今年度の新藤兼人賞（新人監督賞）は候補作品が 107 本ありましたが、金賞の岨手由貴子監督『グッド・ストライプ

ス』、銀賞の松永大司監督『トイレのピエタ』は、わたしの中でもベストな 2 作品でした。前者には「やっと日本に

もフランソワ・トリュフォー監督を彷彿とさせる語り口の若手女流監督があらわれたか」とその才能の発見に胸躍り

ましたし、後者には「手塚治虫先生の最後の創作アイデアを大胆にも借り受けるというプレッシャーを見事に跳ねの

けて演出しきったもんだ」と脱帽しました。今後、岨手監督には、女性映画作家としての個性をもっともっと磨いて

いただくためにも、時間を置かずに多くの作品を産み落としていただけたらと思いますし、松永監督には、審査会時

にも声が上がりましたが、ぜひ、早々に全国区のメジャー映画にチャレンジしていただければ同業者として嬉しく思

います。

最後に一言。直近の 3 年間新藤兼人賞の審査員を仰せつかってきましたが、大枠の傾向として内向きな作品が非常に

多く、新人らしい既成概念を取っ払う斬新で元気な作品になかなか出会えないことにジレンマを感じています。「映

画は芸術でありエンターテイメントでもあり人の営みにはなくてはならない文化」だと思います。来年以降、ささや

かでも観る者の心に何かを残してくれる新人監督作品が 1 本でも多くエントリーされますことを願ってやみません。

利倉亮（レジェンド・ピクチャーズ）

新藤兼人監督の名言でこのような言葉があります。「人は皆、仕事をして生きてきました。私みたいな映画監督であ

ろうが、ビジネスマンや農民、医者であろうが、技術を磨き、仕事をすることで、結婚したり子供を作ったりしてき

ました。家族を養うために仕事をし、仕事をしてきたから家庭を作ることができたという意味で、仕事とは生き方そ
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のものです」私は、仕事として映画を製作するということは、お客様に感動を与えることだと思います。すごい!泣

ける!切ない!楽しい!綺麗!とか、劇的に感動できるストーリーを作れたら幸せに思います。今回の審査したなかで、

『お盆の弟』（大崎章監督）はカメラワークが気持ちよく、モノクロームな映像が楽しかったです。『トイレのピエ

タ』（松永大司監督）は余命 3 ヶ月の男の苦しみだったり、女子高生のプロフィールをもう少し描いて欲しかったの

ですが、キャストが良く、絵画的な映像など丁寧に作られていると思いました。そして『映画 ビリギャル』です

が、韓国の帰りに飛行機の小さな画面で観ました。不覚にも泣いてしまった。進藤さん、流石、プロの仕事でした。

プロデューサー賞選考委員講評

日本映画製作者協会 理事：桝井省志（アルタミラピクチャーズ）
「面白くて大ヒットする映画を作りなさい」という我々プロデューサーに常に出題されている大難問に、那須田淳、
進藤淳一両プロデューサーは見事に大正解を出してくれました。『学年ビリのギャルが 1 年で偏差値を 40 上げて慶
応大学に現役合格した話』を原作に、まさに年齢を問わず誰もが楽しめる痛快な娯楽映画を丁寧に仕上げ、しかも驚
くべき興行成績を記録しました。
『映画ビリギャル』は、娯楽映画の王道を信じて映画制作を続けていくことに勇気を与えてくれる作品です。また、
進藤氏の製作プロダクション、フイルムフェイスは長年にわたり数多くの映画、TV ドラマを制作し、良質な作品と
安定した制作現場を守り続け業界に多大な貢献をされています。ここに、そのプロダクションとしての業績も高く評
価し讃えたいと思います。


